
リチウムイオン電池市場の
急成長と未来展望

リチウムイオン電池は高いエネル

ギー密度と長寿命が特徴で、スマート

フォンやノートパソコンなど消費者向

けの電子機器に広く使用されていま

す。最近では、持続可能なエネルギー

ソリューションとしての重要性の高まり

から、政府の支援や規制緩和も実施さ

れ、市場は年平均成長率１７．５％で推移

しています。今後も技術の進展ととも

にリチウムイオン電池の応用範囲はさ

らに広がることが期待されています。

当社製品の特長

　当社が開発したエレクセルCRシリー

ズは、樹脂と複数の導電材を混合・分

散した『複合バインダー（接着剤）』です。シ

リコン系活物質（SiO、SiC、Si）は充電時

の膨張と、放電時の収縮が大きいため、

充電と放電を繰り返し行う二次電池で

は、電極構造が崩壊しやすく、長寿命化

が難しいという課題がありました。エレ

クセルCRシリーズは、復元性を重視し

た樹脂を使用することで電極構造の崩

壊を抑制し、電池の長寿命化を可能に

しました 図1。

今後の拡大計画

　本製品の本格採用により急速な需

要拡大が見込まれます。2025年5月

からは滋賀工場での生産を開始し、

生産能力を増強しました。当社は、エ

レクセルCRシリーズの市場での存在

感を一層強化し、持続可能なエネル

ギーソリューションとしての地位を確

立していきます。

　また、さらなる事業拡大に向け、段

階的に30億円の投資を行い、供給体

制の構築を積極的に進めていく方針

です 図2 。エレクセルCRシリーズは当

社が注力する環境・エネルギー分野

でのリーダーシップを確立し、サステ

ナブル社会の実現と環境負荷の低減

に貢献してまいります。
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Product Information

Photogr aph for：

ゲンブマルセル石鹸の宣伝販売風景
宣伝販売の風景。当時、家庭用製品で
「ゲンブ」の商標が広く知られるようにな
り、一流品と認識されていた。

Photogr aph for：

ゲンブ設立の頃の製品
ゲンブ株式会社が設立された頃の製品ライ
ンアップ。「技術のゲンブ」として高い評価
を受けた。

Photogr aph for：

現在のゲンブ製品ラインアップ
クリーニング産業用に特化した高品質な洗
剤・助剤の販売はもとより、洗浄装置の開
発や洗浄の技術指導も行う。

ゲンブ株式会社の設立
創業以来、業務用の高品質な洗剤を提供し続け、クリーニング業界に貢献し
てきたゲンブ株式会社。現在も、省エネルギー化を実現する洗浄システム
の開発を行うなど、時代のニーズに応え続けています。

　ゲンブ株式会社の社名の由来は、

第一工業製薬の前身である合名会社

負野工業製薬所が、1915年に「玄武印

マルセル石鹸」を世に送り出したときに

までさかのぼります。「玄武」とは、天の

四方を司る四神のうちの一柱。その名

が付けられた製品は、繊維業界から好

評を得て販路を次々と拡大し、創業時

の経営基盤を強固なものにしました。

　1926年、マルセル石鹸の技術を生

かし、業務用高級ゲンブ粉末石鹸を

発売。1955年には、国産初のドライク

リーニング用洗剤を発売するなど、多

様化するクリーニング業界のニーズに

応え続ける中、1960年には「洗染課」

というクリーニング分野専門の部署が

第一工業製薬に設置されました。

　1969年、日本サンホームの設立と同

時に、洗染課業務は同社の特販部へと

移設され、あわせて子会社ゲンブサー

ビスが発足。1973年5月、日本サン

ホームが発展的に解散したのを機に、

ゲンブサービスを吸収したゲンブ株式

会社が誕生しました。

　現在のゲンブ株式会社は、長年培っ

てきた界面活性剤の技術を基盤に、ク

リーニング業界向けに洗剤・漂白剤を

製造・販売するほか、各種産業向けに

多様な脱臭剤も提供。近年では、高品

質で省エネルギー化や効率化に対応

する洗浄システムの開発など、環境負

荷の低減に貢献する製品・サービスの

開発にも注力しています。顧客が求め

る環境問題へのソリューションを提供

しながら、持続可能な社会の実現に貢

献しています。

界面活性剤の
技術を基盤に

クリーニング業界に貢献
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DK Sの歩み

DKS
Chronicle

1973

本格的な大量生産のために建設さ
れた石鹸工場は、1926年に完成。
1928年には、当時最新鋭といわれ
たドイツ・レーマン社製のクーリング
プレスを設置。石鹸16トン釜による
鹸化とクーリングプレスによる枠上
作業が実現した。

エレクセル®CR
DKSの強みである
「樹脂設計×分散技術」を
生かした開発を！

ユニ・トップの電池技術で、
サステナブル社会の
実現に一歩前進！

初期の粉末石鹸製造には石臼
（いしうす）が用いられていた（大
正末～昭和初年）。
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図2  リチウムイオン電池用材料事業の売上計画

図1  充放電における負極の厚み変化イメージ

シリーズの未来展望

2030年に
売上高100億円
をめざす
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